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紅型作家の知念貞男さん（左から２人目）



＜知念さんの作品＞



紅型とは

・「びん（紅）」は色を指し、「かた（型）」は模様を意味する

・紅型と呼ばれだしたのは明治以降

【名前】



【起源】

・１４～５世紀頃の琉球王国時代

・高貴な身分の人々の衣装や、宮廷舞踊衣装などの
用途で製造







【特徴】

・色に顔料、型彫りには「突き彫り」を採用

・柄にあまり季節感がない

・沖縄に存在しない柄も多く用いられている



紅型の歴史

� 繁栄

� 衰退

� 復興



～琉球王国時代の紅型の繁栄～

・琉球王家の保護の下、大いに発展

・当時の首里には良質の水が豊富



～薩摩侵略以降の紅型の衰退～

・薩摩の侵略で王家が失脚

・1879年の廃藩置県で琉球政府の庇護を失う

・第二次世界大戦で、多くの貴重な作業道具と
職人が失われる



～戦後の紅型の復興～

・知念績弘、城間栄喜氏が中心となり、復興に取り組む

・米軍の廃品を利用、米軍人向けの製品を中心に製造

・城間栄喜氏が失われた型紙を求めて本土まで赴く



紅型ができるまで

１.型紙を彫る



六寿（ルクジュー）



２．糊置き（型置き）



日差しで乾かします



３．色挿し



４．隈取り



出来上がり



紅型のいまとこれから

【日本の伝統工芸が抱える問題】

・ライフスタイルの変化による生産額の減少

・それに伴う後継者の不足



沖縄の伝統工芸産業の現状

【他の地域と比べ比較的安定を維持】

理由➀「相互扶助」と「血縁関係」を大事にする沖縄
の共同体意識

理由➁教育現場と企業メセナ活動による芸術の生活化



首里高校染織デザイン科





りゅうぎん紅型デザイン応募展



紅型が通帳の表紙に



理由➂簡略な流通構造と信頼に基づいて取引している
問屋の存在

理由➃一貫した作業が行われるため、外部への依存や
外部の状態に影響を受けることが少ない



今後の方向性

➀生活文化として取り組むこと

➁地場経済・地場産業の活性化の担い手として

取り組むこと

➂文化の継承・アイデンティティの形成へつなぐ



期待される政策

➀独自の環境維持

➁行政における伝統的工芸品産業に対する
視点の見直し





ご清聴ありがとうございました





紅型両面着物
「雪輪に蝶々草花模様」

玉那覇有公



びんがたきもの「いけがきにはなづくしもんよう」
紅型着物「生垣に花づくし文様」

玉那覇有勝（たまなはゆうしょう）

紅型は、琉球の地に出現して以来、波乱の歴史を経
てきた。そうした中で受け継がれてきた技術と意匠
が、現代的な感覚の中で融合していると感じさせる
作品である。特に王府時代の紅型に見られる明る
く華やかな色彩とは少々異なる、品よく押さえられ

た色調と、小柄ではあるが伸びやかな模様は、新
鮮な美しさをもたらしている。

（長崎 巌）

（第五十五回 日本伝統工芸展図録より）



沖縄県の県花である梯梧は、４月から５月にかけて
沖縄のあちらこちらで深紅の花を咲かせて夏の
訪れを告げる。その梯梧の花を紅型特有の彩り
でとらえ、そこへ十字に図案化した青と緑の若松

を組み合わすことで、整然としたなかに華やぎの
ある紅型独特の美しさを生み出している。若松
の青色は梯梧の花が映える沖縄の空の色でも
あろうか。

（第４０回 日本伝統工芸染織展図録より）

紅型着物「若松に梯梧文様」
玉那覇有勝



びんがたきもの「せいりゅうにくさばなもんよう」
紅型着物「清流に草花文様」

たまなはゆうしょう
玉那覇有勝

清流に映る花を眺めていると、上流から川面に散った花が流れてきた。作者が
地の川で目にした光景を一枚の型に刻み、紅型に染めた。曲線の構成のな

かで水の流れに舞う花びらがリズムを刻み、川面に映える花が流れのなか

に見え隠れする。琉球藍の青が涼感を誘いながら、紅型特有の彩りが美
型の繰り返しが心地よい。

（河上繁樹）

（第五十六回 日本伝統工芸展図録より）



びんがたきもの「あさがおにつるくさもんよう」
紅型着物「朝顔に蔓草文様」

たまなはゆうしょう
玉那覇有勝



紅型訪問着「しだれ桜に竹と牡丹」
玉那覇有公














